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御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
二
七
号
で
す
。
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りりりり
隊隊隊隊
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昔
は
ど
こ
の
家
で
も
や
っ
て
い
た
「
柿
も

ぎ
」
と
「
干
し
柿
作
り
」
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？昨

年
、
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
た
「
行
け
行

け
干
し
柿
隊
」
。
今
年
も
水
の
町
屋
御
殿
堰
で

「
干
し
柿
つ
く
り
隊
」
と
し
て
開
催
を
致
し
ま

す
。

【
日
程
】
一
〇
月
一
三
日
（
土
）
・
一
四
日
（
日
）

【
定
員
】
各
日
一
〇
組

【
費
用
】
二
〇
〇
円
（
保
険
料
込
）

■
柿
も
ぎ
体
験
■

【
場
所
】
山
形
市
柏
倉
地
区

【
時
間
】
午
前
九
時
～

■
干
し
柿
つ
く
り
体
験
■

【
場
所
】
水
の
町
屋
御
殿
堰
／
紅
の
蔵

【
時
間
】
一
三
時
半
～

【
申
込
方
法
】

「
住
所
・
名
前
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
・
参

加
日
・
参
加
す
る
希
望
体
験
」
を
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

【【【【
特特特特
典典典典
】】】】

・
自
分
が
作
っ
た
干
し
柿
を
後
日
収
穫

（
収
穫
お
茶
飲
み
会
を
開
催
予
定
）

・
自
分
で
作
る
干
し
柿
・
渋
柿
を
提
供

（
お
一
人
様
一
〇
個
）

【
問
合
先
（
高
橋
）
】

〇
七
〇
（
五
四
七
八
）
〇
九
〇
二

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

〇
二
三
（
六
三
五
）
二
四
五
〇

◆◆◆◆
秋秋秋秋
のののの
装装装装
いいいい
◆◆◆◆

季
節
の
移
ろ
い
を
植
物
か
ら
も
感
じ
ら
れ
る

御
殿
堰
。
ま
る
で
絵
本
の
よ
う
な
光
景
か
ら
秋

を
感
じ
て
い
ま
す
。

◆◆◆◆
新新新新
店店店店
舗舗舗舗
オオオオ
ーーーー
ププププ
ンンンン
◆◆◆◆

回
転
ず
し
と
す
し
料
理
店
「
う
ま
い
鮨
勘
」
が

十
月
ニ
九
日
（
月
）
に
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
す
。

山
形
県
内
で
は
山
形
南
支
店
（
山
形
市
）
、
天

童
支
店
（
天
童
市
）
に
続
き
三
店
舗
目
。

御
殿
堰
店
は
、
県
内
初
と
な
る
対
面
式
の
店

舗
と
な
り
ま
す
。

「
う
ま
い
鮨
勘
」
は
御
殿
堰
町
屋
の
二
階
、
大

通
り
側
に
入
店
致
し
ま
す
。

◆◆◆◆
今今今今
年年年年
もももも
やややや
りりりり
まままま
すすすす
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者者者者
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◆◆◆◆

一
〇
月
一
三
日
（
土
）
、
今
年
も

【
七
日
町
ク
ラ
フ
ト
天
国
】

作
家
さ
ん
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
心
を
込
め
た

素
敵
な
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い
。
世
界
に
一
つ
だ
け

の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
フ
ト
・
ク
ラ
フ
ト

ワ
ー
ク
ア
イ
テ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
フ
ト
天
国
は
、
今
回
で
三
回
目
。

県
内
外
か
ら
木
工
・
金
工
・
陶
芸
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
・
ガ
ラ
ス
細
工
・
和
雑
貨
・
染
め

物
・
さ
ま
ざ
ま
な
雑
貨
・
パ
ン
屋
・

C
o
f
f
e
e
・
お
花
・
フ
ー
ド
な
ど
な
ど
。

八
〇
店
舗
が
参
加
の
『
大
ク
ラ
フ
ト
天
国
』
に

な
り
ま
す
。

【
ご
当
地
Ｂ
級
グ
ル
メ
】

山
形
の
「
ご
当
地
B
級
グ
ル
メ
」
が
歩
行
者

天
国
に
出
店
し
ま
す
。

芋
煮
カ
レ
ー
う
ど
ん
・
ど
ん
ど
ん
焼

山
形
牛
串
・
玉
こ
ん
に
ゃ
く

他

【
餅
つ
き
実
演
・
ふ
る
ま
い
】

大
曽
根
餅
つ
き
保
存
会
に
よ
る
つ
き
た
て

餅
の
ふ
る
ま
い
で
す
。

（
時
間
）
午
前
と
午
後
の
ニ
回

（
場
所
）
ア
ズ
七
日
町
前

【
日
程
】

一
〇
月
一
三
日
（
土
）

【
時
間
】

一
一
時
～
一
六
時

【
場
所
】

本
町
～
七
日
町
エ
リ
ア

【
お
問
合
せ
】

●
ク
ラ
フ
ト
天
国
●

七
日
町
商
店
街
振
興
組
合

〇
二
三
（
六
三
一
）
六
三
六
八

●
街
な
か
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
●

山
形
市
開
発
公
社

〇
二
三
（
六
四
一
）
一
二
一
二

山山山山
形形形形
ああああ
れれれれ
ここここ
れれれれ

⑲⑲⑲⑲
銅銅銅銅
町町町町

そそそそ
のののの
一一一一

昭
和
一
五
年
に
日
本
民
藝
協
会
初
代
会
長
の

「
柳
宗
悦
」
氏
が
、
各
地
の
民
芸
品
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
時
に
編
集
さ
れ
た
『
手
仕
事
の
日

本
』
の
中
に
、
銅
町
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
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山
形
市
で
是
非
訪
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
銅
町
で
あ
り
ま
す
。

よ
い
家
並
み
が
今
も
揃
っ
て
お
り
ま
す
。
道
路

を
挟
ん
で
両
側
は
殆
ど
す
べ
て
銅
器
（
鋳
物
）
の

店
で
あ
り
ま
す
。
店
の
裏
に
は
す
ぐ
仕
事
場
が
続

き
ま
す
。
概
し
て
置
物
類
は
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
火
鉢
・
湯
釜
・
仏
器
な
ど
の
実
用
品
に
見
る

べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
男
釜(

直
江
釜
）
女
釜
（
鉄
瓶
）
な
ど
と
呼

ぶ
立
派
な
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
端
広
と
呼

ぶ
鉄
瓶
が
一
番
特
色
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
胴
の
下
端
が
拡
が
っ
て
い
る
形
な
の

で
「
端
広
」
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

把
手
も
太
く
握
り
よ
く
、
珍
し
い
形
で
他
の
地
方

で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
吉
原
五
徳
や
灰
な
ら
し
な
ど
の
美
し
い

も
の
を
真
ち
ゅ
う
で
作
り
ま
す
。
音
の
良
い
風
鈴

も
客
か
ら
好
ま
れ
ま
す
。
職
人
た
ち
の
作
っ
た

色
々
な
も
の
を
探
し
ま
す
と
も
っ
と
見
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

山
形
の
街
に
は
銅
町
の
と
成
り
鍛
冶
屋
も
多

く
、
鉄
製
の
良
い
自
在
鉤
を
作
っ
た
り
、
箪
笥
の

飾
り
具
な
ど
も
見
か
け
る
で
し
ょ
う
。
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柳
宗
悦
氏
は
、
民
芸
品
を
各
国
各
県
よ
り
発
見

し
、
職
人
た
ち
の
手
技
を
調
査
。
伝
統
的
な
手
仕

事
の
良
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

次
号
の
発
行
は
十
一
月
七
日
で
す
。

来
月
も
皆
様
と
紙
面
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。


